
1 

 

先進地視察調査報告書 

 令和２年２月２０日 

豊岡市議会議長 関貫 久仁郎 様 

 

会派名 新風とよおか 

幹事長 浅田 徹 

 

次のとおり、先進地視察調査を実施したので報告します。 

 

 

 

 

視察先及び視察内容 

 

①兵庫県明石市 

  障害者配慮条例の制定について 

②滋賀県湖南市 

 地域自然エネルギー基本条例及び市民共同発電所、地域活性化 

事業について 

 

 

調査期間 

 

 

２０２０年１月２７日（月）～２８日（火） 

 

調査参加議員名 

 

浅田 徹、田中 藤一郎、関貫 久仁郎、木谷 敏勝、上田 倫久、  

岡本 昭治、清水 寛  計 ７名 

 

 

調査内容 

 

別紙のとおり 

 

 

支出した政務 

活動費の額 

 

 

２１７，８４０円 

 

その他 
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日時 2020 年１月２７日（月） 午後１時 30 分～午後 3時 00 分 

視察先 兵庫県明石市 

調査項目 障害者配慮条例の制定について 

調査内容 明石市は兵庫県南部に位置し、人口約２９８千人で兵庫県では５番目に大きく 

平成 30 年（2018）4 月より中核市となり、自らの権限と責任のもと、市民サー

ビスの向上、地域特性を生かした豊かなまちづくりに向け、諸課題に取り組んで

いるところである。特に、子育て施策の充実によるまちの魅力が認知され子育て

世代の流入が続いており、人口減少が続く自治体が多いなかでも人口の増加が続

いている。今回の研修では、子育て施策に続く施策である、障害のある人もない

人も誰もが住みやすいまちづくりの基本となる障害者配慮条例の制定について

調査・研修を行った。 

特に、調査した項目は以下の通りである。 

（１）「明石市障害者に対する配慮を促進し誰もが安心して暮らせる共生のまち

づくり条例」（通称「障害者配慮条例」）の制定に至った主な理由 

（２）「障害者配慮条例」の対象が、障害者だけではなく高齢者への配慮も含ん

でいるのか。 

（３）合理的配慮の提供を支援する助成制度の活用実績はどの程度なのか。 

（４）助成制度をご利用いただいた配慮のある店舗を市ホームページに掲 

載している理由 

（５）助成制度をご利用いただいた配慮のある店舗を照会するデータにＰＤＦフ

ァイル形式とテキストファイル形式がある理由 

（６）障害者の差別の解消を支援する地域づくり協議会(第 15 条）の設置 

（７）障害者配慮条例」の課題と今後の取組み。 

（８）明石市役所を含む行政機関における障害者の雇用状況 

所感 

 

 

 

 

 

 

調査内容については事前に通告していた項目を含め、以下の通り確認した。 

【背景・経緯】 

（１）「明石市障害者に対する配慮を促進し誰もが安心して暮らせる共生のまち

づくり条例」（通称「障害者配慮条例」）の制定に至った主な理由 

------ 泉 房穂（いずみ ふさほ）明石市長の意向が強く働いているところで

はあるが、やさしさがあふれるまちをめざし、「暮らしやすい」、「住んで

よかった」と思えるまちを進めるために、「障害者配慮条例」を制定した。 

（２）「障害者配慮条例」の対象が、障害者だけではなく高齢者への配慮も含ん

でいるのか。 

------ 「障害者配慮条例」の条文のなかには、高齢者に対する条文を含んでい

るわけではないが、障害者に対する施策を通して、高齢者に対する対応も 

   同じように実施している。 

（３）合理的配慮の提供を支援する助成制度の活用実績はどの程度なのか。 

------ 条例施工後、民間事業者、自治会などの地域団体などからの申請が多数 
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   あり、実施実績も大幅に増えている。 別紙実施状況を添付 

（４）助成制度をご利用いただいた配慮のある店舗を市ホームページに掲 

載している理由 

------ 市民の方に助成制度に対するご理解をいただくことはもちろんのこと、

より多くの方々に制度利用を通じて、障害者への理解を促進することを目

的としている。    

（５）助成制度をご利用いただいた配慮のある店舗を照会するデータにＰＤＦ 

ファイル形式とテキストファイル形式がある理由 

------ 市民に利用状況を公表するだけではなく、テキストファイル形式を活用

して音声データを作成できるようにすることで、視覚障害者向けの音声 

データを作成することを目的としている。 

（６）障害者の差別の解消を支援する地域づくり協議会(第 15 条）の設置 

------ 障害当事者や支援事業者などの声を十分に聞き、当事者目線でコミュニ

ケーション施策を推進することにより、条例を実効性のあるものにしてい

くために協議会を設置している。 

   協議会の主な役割は、障害のある人や支援する人からも広く意見を聞き 

取組む内容を決めている。 

（７）障害者配慮条例」の課題と今後の取組み。 

------①いろんな手法で助成制度の周知に努めているが、まだまだ周知されて 

    いないと思われるため、多くの市民に知っていただくための取組みを 

    進めたい。 

②個別での助成制度の活用から商店街の共同利用部分での活用を進めて 

行きたい。 

   ③明石市のそれぞれの地域で取組みが実施されているのではなく、地域に

より取組みに差が生じているので、できるだけ均等な取組みになるよう

に進めて行きたい。 

（８）明石市役所を含む行政機関における障害者の雇用率 

------ ①市長部局（教育委員会を含む）平成 31 年度 2.51％ 

    ②水道事業 平成 31 年度 5.13％ 

【総括】 

 明石市の中心的な施策のひとつとして、子育てに対する施策が手厚くされてい

ることは行政関係者の間では周知されており、その結果として子育て世帯の人口

が増加している。今、それに引き続き障害者に対する施策として、視覚障害、聴

覚・言語障害、肢体不自由、知的障害、精神障害や内部障害など、全ての障害者

に対する徹底した配慮が実施されはじめている。この二つの施策に共通すること

は、「誰もが住みやすいまち」を推し進めようとしている事であると感じた。 

また、障害者への施策にあっては、事業者や地域団体が行うコミュニケーション

ツールの作成（点字メニュー、チラシの音訳、コミュニケーションボード）や物

品（折りたたみ式スロープ・筆談ボード）及び工事の施工（簡易スロープの手す
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り）などの購入費用に対する助成を積極的に行っている。 

このことは、関係者を増やすことにより、市民全体で支援するという強い姿勢が

感じられた。この姿勢については子育てに対する姿勢と同じところである。 

豊岡市においても、2012 年（平成 24 年）6 月に「豊岡市いのちへの共感に満

ちたまちづくり条例」を制定し、その理念のもとで施策を推進しているが、そこ

には強い意志や、その意思に通じる具体的な施策が見えていない。 

 良いまちの基本は、日々の生活に直結した施策が目に見えて行われており、市

民がそのことを感じられる形での取り組みが大切と考える。 

その意味では施策や姿勢において、まだまだ足りないと感じるので、その推進に

取り組みたい。 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石市役所玄関にて 明石市役所・研修風景 
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日時 2020 年１月２８日（火） 午後１時 00 分～午後３時 30 分 

視察先 滋賀県湖南市 

調査項目 地域自然エネルギー基本条例及び市民共同発電所、地域活性化事業について 

調査内容 湖南市は滋賀県南部に位置し、人口約５万５千人の福祉政策に重点を置いている市

である。京阪神・中京・北陸の三経済圏を結ぶ要衝にあり、62 社が操業する湖南工

業団地を抱える。固定買い取り制度が始まる以前に市民からの出資により設置した

市民共同発電所や官民連携で近畿初となる「こなんウルトラパワー（株）」を核に、

地域にある資源を地域内で循環させる政策に取り組んでいる。 

 今回の研修では、地域自然エネルギー基本条例及び市民共同発電所、地域活性化

事業について調査・研修を行った。 

（１）湖南市地域自然エネルギー基本条例の制定に至った理由 

（２）湖南市地域自然エネルギー地域活性化戦略プラン関連事業費として、毎年ど

れぐらいの予算を計上されているか 

（３）地域自然エネルギー基本条例及び市民共同発電所、地域活性化事業の実施に

より図られた地域活性化の事例はあるか 

（４）地域資源を活かした自然エネルギーの活用でうまれた電力量は、湖南市全体

の何パーセントをカバーするのか 

（５）平成 23 年から事業に取り組まれているが、事業をとりまく経済環境の変化や

施設の維持管理などにより、当初計画していた事業実施効果は達成されているか 

（６）コナンツーリズムとしてパッケージ化した視察の狙いと効果 

所感 調査内容については事前に通告していた項目を含め、以下の通り確認した。 

【背景・経緯】 

・地域経済循環図において民間消費の地域外流出が約６１６億円、うちエネルギー

代金の流出が約２１３億円と試算。 

・循環社会づくりはあるもの探し、あるもの生かし。地域にあるものを使っていく。 

・地域の中で経済を回していこうと言う中、地域のエネルギーも資源であることか

らエネルギーを回して経済を回す。 

【予算、人員配置】 

・地方創生推進課内の地域エネルギー室を設け、エネルギー担当理事を総務省より

迎え入れ、新エネルギー・再生可能エネルギー・省エネルギー及び地球温暖化防止

対策を行っている。補助金を除くと職員旅費及び講師謝金程度。お金は出さないが

人は出す。お金が無いから知恵が生まれる。 

【総括】 

・我がことと考えてもらうために出資を募って設置した発電所。配当金を地域での

み使える商品券とすることにより地域内循環を確立した組み合わせは正に知恵。 

・琵琶湖の環境を間近に見る滋賀は環境意識が高く、同様に豊岡も可能性ある。 

・福祉事業と太陽光発電は関係が難しいため、芋の栽培から芋発電への取り組みに

障害者も参画。複合した取り組みに発展することで様々な効果が生まれている。 

・タクシーの配車から特産品販売まで「コナンツーリズム」とパッケージ化して有
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料で受け入れる視察のスタイルは、豊岡市でも大いに参考に出来る。 

・メガソーラーやごみ焼却施設など大規模な発電施設を持っている豊岡市でも地域

循環経済について参考にして取り組んでいく。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南市役所・議場にて 湖南市役所・研修風景 






